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-信仰・建築・都市からの複合的考察- 
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FROM THE POINTS OF VIEW IN CULT, ARCHITECTURE AND URBAN CONSTRUCTION 
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This analysis shows that the sacred places of water have a meaning in the urban construction. As you know, 
ancient people in both Japan and Europe believed that water has spiritual power and they prayed for national 
prosperity and a huge harvest in sacred spring, pond, lake and sea. Besides that, sacred places of water have 
another meaning. For example in Japan they show the border between the natural and urban area, located in the 
edge of the city. And in Europe they show the origin of the city, located in the center of the city. This thesis 
discusses the meanings of the sacred places of water in Tokyo of Japan, Tallinn of Estonia, Bath of England, 
Sardinia of Italy, Penmon and Holywell of Wales and Chartres and Lourdes of France.  
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１． はじめに 
水の聖地[1]からみた建築や都市の形成原理を論じて
いく。水の聖地とは、水神を祀る神社や寺院、さらに信
仰の対象となった池や井戸、湧水を指す。古来、都市に
おいて水の役割は重要であり、上水や用水といった都市
インフラとしての物質的な側面だけに限らず、儀式や祭
事、護国豊穣を祈る信仰の対象として精神的な側面もま
た大きく担ってきた。しかしそれだけではなく、信仰の
場となる水の聖地の創建と遷座は、都市建設において一
体的に行われ、その成立環境を整えて、都市の領域形成
を担っていく事例が日本の各都市でみられる。水の聖地
の隠れた意味は、日本に限られた話ではなく、キリスト
教が普及する欧州においても、かつては自然信仰が存在
し、聖なる水への信仰は、その後の宗教建築や都市形成
の起源を担った。まず、江戸東京を対象として、都市形
成における水の聖地の意味を示し、それから欧州におけ
る水の聖地とその意味を建築や都市の視点から解き明か
したい。 
 
２． 水の聖地からみた都市の形成原理 
日本の都市の形成原理において水の聖地が果たす役割
は、ふたつに大別できる。ひとつは都市を成立させる上
での環境設定である。都市が建設される以前から湧水源
や泉、池において人々が霊験を感じ取り、古くから水の
聖地が祀られてきた。また、現況から水の要素が感じら
れない土地であっても、当時の海岸線や原地形、標高地
形図を重ねてみると、海や湿地帯と安定した陸の境界に
水の聖地が立地しており、その隠れた意味がよくわかる。
自然環境と密接に結びついた水の聖地から、都市の為政
者は環境を把握し、また一方で土地を読み、水の聖地を
創建することで都市の成立環境を整えていく。もうひと
つは都市を成立させるための環境開発である。為政者は
環境設定と同時に、土地造成といったインフラ整備を局
所的に行い、既存環境の改変も行う。ただその時におい
ても、つくられた自然には水の神を祀り、開発と新開地
の正当性を確保しながら都市領域の一端を担わせていく。 
為政者による環境設定と環境開発は、都市の拡大に合
わせて繰り返し行われ、その度に水の聖地を創建または
遷座させ、都市領域をかたちづくる。そのため、都市拡
大に合わせて意味を変える聖地もあるし、また同様に、
意味を失う聖地も存在する。 
 
３． 江戸の都市建設と水の聖地 
徳川家康が入府する以前、1590 年の江戸東京の原地形
[2]は現況と大きく異なり、当時の海岸線は今よりも内陸
に位置していた。江戸城の東端には日比谷入江が入り込
み、北から流れる小石川と平川が現在の後楽園辺りで合
流し、入江へと流れ込んでいた。その西側には流水によ
って運ばれた土砂が砂洲をつくりだし、江戸前島が陸か
ら延びていた。江戸城を東端とした武蔵野台地の東側は、
氾濫する隅田川の河口部として広大な低湿地帯が広がり、
自然堤防による微高地が各所にみられた。 
このような江戸の原地形を想定しながら、今なお鎮座
する水の聖地を考察すると、自然地形との深い関わりが
指摘できる。例えば、岩本町二丁目に鎮座する繁栄お玉
稲荷神社は、今でこそ住宅密集地の片隅にわずかな境内
を残すのみだが、小さな池を有し、その上には小祠が置
かれ、水の神である弁財天を祀る。かつてこの地には不
忍池よりも大きな池が存在し、姫が池と呼ばれていた。
1457 年、太田道灌が築城の際に同城の守護としてこの池
に弁財天を祀り、1461 年には足利義政の祈願、1595 年に
は伊達政宗の参詣が伝わる。水の聖地の由緒[3]をたどる
と、為政者との接点を持つものが多々あり、崇敬のほか
にも水を治めることで、権力の誇示に利用する意図が感
じられる。そのうえ、太田道灌との関わりを持つ聖地は、
城下の守護や鬼門除けを担っていたと伝わるものもあり、
城下建設にあたって聖地を意味づけて配置して、都市の
枠組みを設定していたことが考えられる。 
近世以前から祀られた水の聖地が点在する中で、徳川
家は、江戸の都市建設において環境設定を担う水の聖地
を選定し、または新たに創建した。三鷹市の井の頭弁才
天は江戸の給水源として再興された水の聖地である。江
戸の都市域は新宿を西端としてそれ以上拡がることはな
いが、その新宿から直線距離でおおよそ 10 キロメートル
離れた位置にあるこの聖地は、都市の給水源として見立
てられ、三代将軍の家光によって「井の頭」と命名され
た。徳川家からの崇敬が厚い水の聖地であるが、天慶年
間(938-946)、源経基が弁財天女像を安置したのが始まり
とされ、1192 年に源頼朝が東国の平安を祈願してお堂を
建立した。当時の為政者が祀った水の聖地を徳川家が再
興し、都市の成立環境を設定した事例である。 
都市を成立させる上での環境設定を担う水の聖地に対
し、開発を施して作為的に成立環境を整備しながら、そ
れに伴って水の聖地を祀る例もみられる。目白台一丁目
にある水神社は、井の頭を水源とする川の流路沿いに位
置し、そこには神田と日本橋方面に上水を供給するため
の堰が設けられた。創建年代は不詳ながら、水門を司る
速秋津彦命（ハヤアキツヒコノミコト）と速秋津姫命（ハ
ヤアキツヒメノミコト）の二神を祀り、給水地域の住民
からも崇敬を集めた。樋と枡による人工的な上水網が都
心に張り巡らされる中で、都市へと流入する起点には、
きちんと水の聖地が鎮座されたのである。 
また、局所的な土地造成によってつくられた地形を都
市領域とし、環境開発を担って祀られる水の聖地も存在
する。外神田二丁目にある神田神社とその境内に鎮座す
る魚河岸水神社は、当初、大手町一丁目に現存する平将
門塚に祀られていた。この地には、730 年に江戸総鎮守
の神田神社が創建され、その後 1309 年に平将門が合祀さ
れた。そして、1590 年の家康入府と同時に弥都波能売命
（ミズハノメノカミ）を祭神とする当社が創建される。当
時の海岸線を重ねてみると、鎮座地が日比谷入江の中で
最奥部の先端にあたることが読み取れる。海と陸の境界
に位置していたが、1603 年、家康入城に伴う江戸城の拡
張工事のため、日比谷入江の埋立てが進められると、神
田神社と共に本郷台地の突端となる駿河台へ一旦遷座さ
れた。さらに 1616 年、江戸市街を守る外濠の一端を担う
神田山の切通しが着工すると、同年に江戸城東北の鎮護
として濠の内側から外側に移されて現在に至る。 
さらに、神田須田町二丁目に祀られている柳森神社も
神田川の掘割に応じて遷座され、環境開発を担った水の
聖地であり、水神と水の神格を持つ厳島大明神、そして
江島大明神を祀る。1457 年、太田道灌が江戸城の鬼門除
けとして浅草橋四・五丁目あたりに創建し、また約 100
メートル四方にわたってヤナギを植えた。国土地理院「デ
ジタル標高地形図」をみると、隅田川の流路沿いを東端
とし、上野台地を西端、そして江戸前島を南端とした、
境内を含めて囲まれたエリアは、周辺と比べて標高が低
いことが読み取れる。台東区に千束の地名が残っている
が、1590 年以前、この辺りに存在した千束池の名残であ
り、姫が池も含めて、この一帯は隅田川の氾濫原であっ
た。水分の多い土壌を好むヤナギを植え、周辺の地盤改
良を図ったことが考えられる。1659 年、神田川の掘割が
行われ、その南沿いには堤が造成された。同図をみると、
神田川の北部と比べて標高が高いことが今なお確認でき、
この上に当社を遷座し、堤に沿ってヤナギを移し替えて
補強した。都心部への氾濫を防ぐことを意図した環境開
発に応じて、水の聖地を遷座させた例である。 
これらの聖地を神田川の水系から捉えると、水源には
井の頭弁才天、取水堰の置かれた流路沿いに水神社、神
田山の切通しに魚河岸水神社、そして、隅田川と接続す
る神田川の掘割には柳森神社が祀られている。古代から
自然地形に拠って祀られた水の聖地と、近世からつくら
れた地形を正当化するように祀られた水の聖地が、新た
な自然の秩序のもとに流路で結ばれた。一方で、都市の
成立環境から捉えると、それぞれが給水源、上水の入口、
外濠の一端、氾濫対策を司り、環境の設定と開発を担い
ながら、その成立環境を整えている。こうして、水の聖
地が自然と都市の双方から全体性を持って意味付けられ、
江戸を成立させていくのである。 
 
４． 隅田川以東における市街地の拡大と水の聖地 
1657 年の明暦の大火以降、両国橋が架橋され、隅田川
以東への市街地拡大が活発に進む。江戸城を中心とした
初期の都市建設と異なる点は、全面にわたる環境開発を
前提として都市を拡大していく点である。家康入府以前、
隅田川の河口は現在よりも遥か上流にあり、隅田川以東
には低湿地帯が広がっていた。現在の街路形状において、
全体にみられる碁盤目状の道路は、近世以降の造成地に
敷かれたものが多いが、その中で入り組んだ街路形状が
所々に見受けられる。例えば、亀戸付近の街路形状は複
雑に入り組んでおり、ここは中世の海岸線[4]にあたる。
また今では大きく区画化されてしまった東駒形二丁目付
近は、1671 年に出版された実測図「新板江戸外絵図」に
おいて入り組んだ街路が確認でき、ここは古代の海岸線
[4]における隅田川の河口東部に当たる。これらの街路形
状の特徴は、自然堤防のようなもとからの微高地と近世
以降の造成地の違いとして表れたものだと考察できる。 
そして、そのような微高地には霊性が宿りやすく、聖
地化される傾向が強い。当時、「浮須の森」と呼ばれた
隅田川神社は、隅田川の水量が増加しても、決して沈ま
ない土地であったことから呼称された。創建は古く、古
東海道を結ぶ舟の渡し場に位置していた。前述の水神社
と同じく、水門の神である速秋津日子神と速秋津比賣神
を祭神とする。古代において、ここが川から海へと流れ
出る水の出入り口に当たっていた。隅田川以東の低湿地
帯は、不安定な土地柄と隣接する隅田川との位置関係を
基層とし、古代からの伝承や聖地が数多く創出された。 
この中で基層構造と深い関わりを持つ水の聖地を、徳
川家は隅田川以東における都市開発のなかで一体的に取
り入れていったことが指摘できる。四代将軍の家綱と七
代将軍の吉宗は、隅田川以東に拡大した市街地の北端か
ら隅田川神社を結ぶように桜の植樹を行い、名所化を施
した。隅田川の流路に沿って築き上げられた堤防は、花
見と隅田川神社への参拝を目的とした人々によって踏み
固められ、より強固なインフラ整備を促した。  
水の聖地・名所化・インフラ整備が一体的に行われた
例は他にもある。木場六丁目に現存する洲崎弁天は、風
光明媚な海の景観を持つ名所として人気を集めたが、材
木置き場として機能した木場との関連が深い。1701 年、
深川の埋立地が材木置き場に指定され、前年の 1700 年に
は、木場の南側に隣接するように洲崎弁天が創建される。
安置された水の神の弁財天は江戸城内の紅葉山に祀られ
ていたものと伝わる点は見逃せないが、一方で『東京都
神社史料 第一輯』には、埋め立て以前、海面であったこ
の神社付近には島が存在し、そこに祀られていた地主神
が当社のもとであったとも記述する。現段階では由緒の
確定はできないが、1779 年頃の「安永手書江戸大絵図 
乾・坤」には、洲崎弁天が当時の埋立地と海の境界に位
置することが明確に示されている。名所化していく背景
には、霊性の宿った島から人為的に土地を造成し、参道
と堤防を一体的に築き上げることで、木場を水害から物
理的に守り、同時に水神を勧請して、精神的な面からも
周辺地域を支えることが企図されたと指摘できる。  
隅田川以東の市街地拡大に対して、北東の端点に位置
しているのが亀戸天神社である。同古地図を見ると、北
東の位置にある当社を境とした南北線上に市街地が収ま
っていることがわかる。しかも、幕末にかけておおよそ
これより以東に市街地が拡がることはなかった。次に「デ
ジタル標高地形図」と比較してみると、この線は江東区
の海抜ゼロメートル地帯の境界と対応していることが読
み取れる。当時から手を加えても地盤改良を十分に行え
ない土地であり、都市開発の限界ラインを示すものとし
て、亀戸天神社を鎮座させたのではないかと推察してい
る。 元々、現在地よりも東側の亀戸五丁目にあり、旧鎮
座地は元天神塚として小祠が祀られている。1663 年頃、
四代将軍家綱より現在地に土地を賜って社殿を造営した。
境内にはフジが植えられ、足元には溜池による水面が広
がり、そこには弁財天を祀る。また、亀戸天神社の表参
道と繋がる東西に延びた街路は法恩寺通りと呼ばれ、そ
の西端にあたる石原一丁目には徳ノ山稲荷神社が今なお
鎮座する。この辺りは隅田川以東の低湿地開発を任され
た初代本所奉行、徳山五兵の屋敷があり、当社も屋敷内
で祀られていた。「新板江戸外絵図」をみると、屋敷と
亀戸天神社を結ぶ法恩寺通りの幅員は最も大きく、地域
を横断する重要な街路として計画されたことが知られる。 
 
５． 氏子域からみた地域形成 
さて、亀戸天神社の氏子域[5]は、明治 5（1872）年の
時点で法恩寺通り沿いや一本南下した街路沿い、とくに
竪川や横十間川といった水路に沿って集中していること
に着目したい。隅田川以東における参詣の方法は陸路だ
けではない。「東京龜戸神社境内全圖」には、境内に隣
接した横十間川とその沿岸において舟と雁木が描かれて
おり、水路に面した裏参道の存在が読み取れる。この裏
参道は、本殿に到達するよりも先に水神社の参道に繋が
るように敷かれている。舟運による物資の輸送手段とし
て小名木川が重要であったことは知られているが、舟に
よる参詣を考慮すると、江戸市街における人の舟運には
竪川が頻繁に利用されたことが考えられる。竪川は隅田
川以西を東西に流れる神田川の流路から程近い距離にあ
って接続がよい。例えば、山の手から参詣する人々が舟
で神田川を下り、隅田川を北上して駒形堂に舟をつけて
浅草寺へ参詣する様子が当時の絵図[6]にも描かれてい
る。また、神田川が隅田川と合流する河口には柳橋があ
り、旅籠町が形成され、そこでは隅田川の景勝や舟遊び、
そして芸妓が合わさることで、遊興の場が創り出されて
いた。そうした隅田川以西の地域特性と亀戸天神社への
参詣が帯びる祝祭性や名所としての側面が、水路によっ
て結ばれることで氏子域が形成され、水の聖地を起点と
した地域形成がなされていったと考えられるのである。 
また、「水掛け祭」と呼ばれる大規模な例大祭で有名
な富岡八幡宮を取り上げたい。その氏子域[5]は隅田川以
東において最大であり、明治 5（1872）年の時点で、小
名木川と大横川を境とした隅田川の河口部全体にわたっ
て面的な拡がりを見せる。ここで注目したいのは、隅田
川を挟んだ両岸に氏子域が形成された点である。本来、
氏子域となっている河口部西側の新川周辺は隅田川の中
州であったが、1624 年に土地を造成し、霊巖寺が築かれ
た。造成地であるために地主神を持たない霊巖島は、最
初に隅田川河口に存在した島々の守り神である七渡神社
を勧進し、後に東側の南砂七丁目に祀られていた富岡八
幡宮を遷座させて合祀した。1642 年頃を描いた「寛永江
戸全図」を現代地図にトレースし、神輿連合渡御の経路
を辿ると、当時の霊巖寺の参道と想定される街路を通過
し、加えて、寺内であった越前掘児童公園が御旅所とし
て利用されていて、神輿の経路から霊巖寺と富岡八幡宮
の関連性が指摘できる。当初の鎮座地には、富賀八幡宮
と呼ばれる社が今なお祀られ、一方、七渡神社も富岡八
幡宮の境内社として現存しており、弁財天を祀る。つま
り、その土地に古くからあった神の力を借りて、それを
都市領域の境界に移して水の聖地と一体化させ、地域形
成の拠点、根拠とするのである。さらに、埋立地の地主
神としての側面はその後も続き、氏子域は近世以降も拡
大していく。2017 年の神輿連合渡御では、豊洲といった
近代以降の埋立地にあたる町会の神輿も確認できた。当
社の位置する深川は、古くからの漁師町として知られて
いるが、江戸幕府が認可し、漁師町が成立したのは 1629
年のことである。一方、富岡八幡宮が勧請されたのは
1627 年であり、深川猟師町の成立とも関係が深い。明暦
の大火以前から隅田川以東への都市拡大の起点として水
の聖地が選ばれ、漁師町が成立し、1651 年には門前町が
展開して、広大な氏子域が形成されていった。 
隅田川以東に拡張した江戸市街の端点には徳川家と関
わりを持つ水の聖地が明確に鎮座し、それらは近世以前
からの島や自然堤防上に立地していたものが多い。原地
形に祀られていた水の聖地から都市のおかれる環境を把
握し、また、その再興と合わせて環境開発を施して、都
市領域が形成された。とくに、大火以前から都市拡大の
起点として祀られた富岡八幡宮と大火後にその終点を示
した亀戸天神社は、江戸の拡張範囲よりも更に東方で鎮
座していた聖地を敢えて引き寄せ、都市の領域設定に利
用している。これら二社の氏子域の形態特性は、参詣方
法と由緒をたどることで地域形成の原理を浮かび上がら
せることができる。とりわけ、富岡八幡宮の例大祭と神
輿ルートからは、地域の核となり、造成地としての基層
構造が現代まで残り続けていることが明らかになった。 
 
６． 欧州における古代の水の聖地 
では、東洋の日本を対象としたこれまでの視点を応用
し、水の聖地から西洋を観察すると、建築や都市がどの
ように映し出されるのか、欧州を例にみていきたい。[7] 
今ではキリスト教が広く普及する欧州においても、そ
れ以前には自然信仰が浸透しており、日本のように池や
泉、そして湧水が聖なる対象として信仰を集めた。自然
信仰から生まれた水の聖地は物語性を帯びていき、都市
を支える大地の創世神話と結び付いて伝承されていく。
バルト海に面した北欧の国エストニア、その首都タリン
では、都市の給水源を担う湖が聖地化されており、都市
にまつわる伝承が残されている。ウルミステ湖と呼ばれ
るこの湖は、旧市街からおおよそ 4 キロメートル南下し
たところにあり、湖中には巨石が二つ浮かんでいる。「リ
ンダストーン」と呼ばれる巨石は、エストニアの民族叙
事詩『カレヴィポエク』に登場する英雄の母の名に因ん
でつけられた。伝承によると、リンダが夫の墓標を築く
のにあたって、巨石を運んでいる最中に石を落としてし
まい、そこで流した涙からウルミステ湖が形成された。
また、墓標の位置はタリンの旧市街があるトーンペア丘
と伝わっている。他方で、異なる伝承として湖畔の怪人
伝説も存在する。それは、老人を装った怪人が尋ねる質
問に対して誤った返答をすると、湖水を氾濫させてタリ
ンに水害をもたらすという謂われである。この伝承の基
層には都市と湖の地理的関係が存在している。標高を比
べると、丘状に位置した旧市街よりも湖の方が 20 メート
ル程高い位置にあることがわかる。都市のおかれる丘と
都市を潤す湖の基層構造に付与された物語性は、水の聖
地を明確なものとしたが、一方で、悪霊の住処とされて
都市に厄災をもたらす伝承が重層している点は面白い。
12 世紀以降のキリスト教の布教に影響を受けて自然信
仰が否定された顕れではないかと推察している。いずれ
にせよ、この水の聖地の伝承は、都市とその周縁の自然
地形を結んで成立していることがわかる。 
次にスケールをあげて、都市から建築に視点を向けた
時に、欧州ではどのような水の信仰空間が創り出されて
いるのだろうか。イタリア本土の西方に位置するサルデ
ーニャ島[8]では、数多くの水の聖地が確認できる。紀元
前 18 世紀から前 3 世紀前期にかけて、この島ではヌラー
ゲ文明が栄えており、その古代人は巨石文化を持ち、石
を積むことで集落を形成した。さらに、湧水に聖性を見
出して、水の湧き出る場所に石造による井戸寺院を建立
した。これらは一様にして聖なる水場を地下に持ち、地
上に設けられた穴から階段を下りることで水場に辿り着
く。寺院の多くは鍵穴形状の平面形態をとるが、地上に
おいて建物を持つものと塀によって領域だけが示された
ものに分かれる。建物内部には人ひとりが屈める程度の
空間を有し、領域化された屋外には石による奉納台と腰
掛が置かれ、聖なる水場の前方で集団祭祀が行われてい
たのではないかと推察される。水場の取水方法は二種類
ある。ひとつは湧水源を整備してそのまま水場に造り替
える方法と、もうひとつは湧水源の周辺に寺院を建てて、
水路から水を供給する方法である。また、寺院を成立さ
せるのにあたり、湧水に加えて自然地形との関係性も重
要である。これまでに台地上・崖地・扇状地の突端に寺
院が建立されるパターンが確認できた。 
では、井戸寺院の類型を踏まえた上で事例をみていき
たい。本島中部に位置するパウリラティーノでは、台地
上の湧水源を聖地化して塀で囲ったタイプの井戸寺院が
ある。寺院の多くには火山岩が使われているが、それは
石材の加工が行いやすいためである。とくに、この寺院
には火山岩の一種である玄武岩が用いられ、地下への入
口は鋭角で均整のとれた三角形のかたちをしている。た
だ、この精巧な造りは意匠として施されただけではない。
春分と秋分の時期に限り、太陽光が入口を通じて地下の
水場を照らす。古代ヌラーゲ人は自然から霊験を感じ取
り、さらに利用して、巧みに水の聖なる空間を演出した。 
パウリラティーノから北東におおよそ 60 キロメート
ル進んだところにオルーネがある。そこには保存状態が
よく、地上に建物を持つタイプの井戸寺院が確認できる。
この寺院は水場を二つ持つ。ひとつ目に崖地に湧く水源
を水場として整備したものがあり、ふたつ目に少し離れ
た水源の前方に湧水を溜める水鉢が設けられている。鉢
からは青銅で作られた剣や人型の供物が見つかっている
が、他方の水場では一切確認されていない。水源の水場
は室内にあり、そのすぐ前には人ひとりが屈める程の内
部空間がある。これらから、室外の水鉢は奉納の場とさ
れ、室内の水場は礼拝の場として使用されていたことが
考えられ、異なる水場に応じて使い分けて利用していた。 
 
７． キリスト教の布教と水の聖地 
313 年、ローマ帝国でミラノ勅令が発布されてから、
キリスト教は勢力を強めて、国教としての地位を固めて
いく。一神教の立場をとるキリスト教は、布教していく
ために、自然信仰といった多神教に属する異教の祭事や
習わしを再解釈して自身の信仰に取り入れていった。教
会建設においても、古代の水の聖地を利用して新設する
過程が確認できる。前述のサルデーニャでは、紀元前 3
世紀頃からローマ帝国による支配を受け、キリスト教が
普及した。本島南部に位置するサルダラには、かつてヌ
ラーゲ人が定住していた集落が遺跡として残されており、
その中に聖アナスタシア教会がある。現存する教会は 15
世紀に再建されたものだが、その創建は遥かに古く、5
世紀頃にまで遡る。この教会と集落に建立された井戸寺
院の位置関係が興味深い。教会は集落の中でも井戸寺院
と隣接するように建造され、なお寺院は教会の正面に当
たる。このことから教会建設時の立地の根拠として古代
の水の聖地が利用されたことが考えられる。 
また、フランスのシャルトル大聖堂では、キリスト教
が普及する以前の由緒を持つ聖なる井戸が地下聖堂にあ
る。今では、聖フォートの井戸と呼ばれ、その形状は頂
面が円形で底面が正方形となった特殊な形をしている。
この井戸では、自然を崇拝するケルト社会で高僧とされ
るドルイドが儀礼を行い、井戸を聖なる対象とみなして
いた。大聖堂が建設される以前の古代、この周辺はケル
ト系民族であるガウル族が支配していたが、キリスト教
が普及すると、彼らの水の聖地に聖人と関連した伝承を
与え、宗教施設を重ねて建造した。水の聖地はキリスト
教の聖地へと転用され、終には地下を設けて、その真上
に街の中心となる大聖堂を建造した。 
サルデーニャとシャルトルの事例から、古代の水の聖
地を利用して、教会建設の根拠とその正当性を獲得する
過程が読み取れる。しかしそれだけでなく、キリスト教
由来の聖地創造の原理においても、水に聖性が見出され、
信仰の起源となる事例が見られる。例えば、フランスの
ルルドの泉では、水が湧き出る岩窟でマリアが顕現した
ことから湧水が信仰の対象となり、また、ウェールズの
聖セイリオルの井戸では、湧水に聖人が住み着いたこと
から、水の聖地化が施され、その周辺には修道院から教
会といった宗教施設が次第に拡がった。 
 
８． 宗教行為と融和する水の聖地 
北ウェールズにある聖ウィニフレッドの泉は、ピルグ
リム[9]にとっての巡礼地のひとつであり、そこでは湧水
を利用した礼拝手順が伝わる。この聖地は、湧水による
泉を内包して聖堂が建設され、その前方には長方形の水
場を持つ。内部に設けられた入水路を通り、三回浸礼し
た後、水場に置かれた敷石の上に跪き、水に浸かりなが
ら祈祷する。この石は聖人ベウーノに因んだ由緒を持つ。
この礼拝手順は、元々身体を三回、水に浸すケルト族の
儀礼に由来すると言われ、古代の水の聖地における儀礼
の意味を一新して、ピルグリムの礼拝に取り込まれた。 
また、例年 6 月 22 日に最も近い日曜日に、地域の信者
がプロセッション[9]を行う。段丘に位置する聖ウィニフ
レッド・カトリック教会から像を運び出し、像の担ぎ手
を先頭として信者が列をつくる。その後、教会周辺を迂
回しながら山地を下り、傾斜地に位置する聖なる泉をめ
ざして行進していく。最後には、彼女の指骨を入れた容
器を司教が持ち運んで先頭に立ち、皆で列をつくって泉
へ参拝する。このとき、聖職者と平信徒の参拝経路にお
いて違いがみられる点に注目したい。自噴する泉を周回
する経路と、水路に架けられた橋を渡って近回りする経
路がある。前者は献灯台を通って平信徒の参拝に利用さ
れ、後者は聖職者によって利用される。両者は出口手前
で合流し、そこには堂内唯一の聖ウィニフレッド像を祀
る。像の前には銀器を持った聖職者が立ち、参拝者はそ
の器に口づけをしてから一連の行程を終える。水を境界
とした参拝経路の違いは平信徒と聖職者とのヒエラルキ
ーを顕していることが考えられる。少なからず、これら
の宗教行為には湧水や山地といった自然地形が影響して
いることが指摘できる。 
 
９． 都市開発における水の聖地の意味とその変容 
最後に、都市の起源となり、その形成を担いながらも、
時代の変遷のなかで意味を変えて都市空間に作用し続け
る水の聖地を紹介したい。イングランド南西部に位置す
るバース[10]では、一日当たり 110 万リットルもの温泉
が今なお湧き、その湧水源のひとつが、水の聖地として
古代から祀られていた。紀元前 1 世紀、ケルト系の民族
であるドブンニ族がこの土地を支配しており、その湧水
源に水の女神スリスを祀ったことから水の聖地が創造さ
れた。43 年になると、ローマの軍隊がグレートブリテン
島の南海岸から着陸し、翌年には島の大部分がローマに
よる侵略を受けた。バースにおいても水の聖地を含めて
支配の対象となったが、ローマ人は先住民による水の聖
地を破壊することなく、むしろ自身の信仰と融合させて
都市建設に利用していく。3 世紀頃、ローマ人によって
初めて建設された市壁の内側には、三箇所の湧水地が存
在する。その中でも女神スリスを祀り、紀元前から聖地
とされた湧水源が、市壁で囲まれた領域の中心に位置づ
けられ、重視されていたことがわかる。ローマ人は、バ
ース侵略の直後から水の聖地の整備と強化を積極的に行
っていく。自然のままに晒された聖なる泉に土木工事を
施し、泉の地盤と周囲を固めて石材による排水路を整え
た。その結果、湧水という繊細な自然現象を維持しなが
らも、環境により適応した聖なる池を造り出した。これ
らにより安定した池の水位と水量を得ることが可能とな
る。60 年から 80 年にかけて聖なる池の北東部に神殿が
創建され、女神スリス・ミネルヴァの像が安置されてい
た。「スリス」は古代からバースで祀られていた土着の
神を指すものだが、この段階では、「ミネルヴァ」とい
う名称が加えられている。「ミネルヴァ」はローマ神話
に登場する女神であり、バースにおける土着の神にロー
マの神格を融合させていった。泉の聖性をきっかけとし
た神格の混合は神殿のファサードにもみられ、ペディメ
ント中央部には蛇にまかれたゴーゴンの頭部を表す彫刻
が飾られていた。ゴーゴンはギリシア神話に登場する女
性の怪物であるが、ここでのゴーゴンは男性のように表
現されている。ペディメントの左右端部には貝笛を持っ
た海神トリトンが飾られており、それらと共に考慮する
と、この男性頭部はギリシア神話に登場する海神ポセイ
ドンを連想させる。このように水や女性といった共通す
る要素を様々な神格に見出して重ねていったのである。 
ローマ人がグレートブリテン島南部の支配を放棄して
撤退した後、577 年からサクソン人による支配がバース
において始まった。そして、675 年には当時の国王であ
るオスリックから土地を賜り、バースで最初の修道院が
建設される。キリスト教の介入が始まると、古代まで街
の中心を占めていた水の聖地から一新されて、新たな街
の中心が再設定されていく。古来、市壁外からの主要交
通であった北から延びる街路と市壁内の中央を東西に走
る街路との接点に修道院が設置され、そこには信仰の拠
点としてバース大聖堂が後に再建されていく。1588 年に
描かれたバース最古の都市図には、市壁が方形に近いか
たちで表現されており、市壁の東西南北に配置された門
からは街路が延びて、市壁の中で十字軸を構成している
ことが読み取れる。ローマ支配下まで市壁の中央におか
れて信仰の拠点であった水の聖地とキリスト教が布教さ
れてから街の中心を担う大聖堂は併存し、新旧の都市の
中心軸においてずれが生じた。そのずれには大聖堂の前
庭を兼ねた中央広場が整備され、中核を担ったそれぞれ
の宗教施設は広場に隣接して置かれるようになった。ロ
ーマが撤退してから新たな伝承が水の聖地に付与される
が、水の聖地に崇敬の念を抱かせるというよりも、治癒
効能を持つ霊泉としての側面を強調し、水の聖地は聖な
る空間から水浴や湯治を楽しむための身体性を伴った遊
興空間へと変容していく。水の聖地が意味を変え、都市
空間に影響を及ぼし、周囲にはポンプルームといった社
交場が形成されていった。 
 
１０．まとめ 
建築や都市の分野において水をテーマに扱うと、その
物質性ばかりが注目されやすい。しかし、水の持つ精神
性こそが、信仰・建築・都市の形成原理において意味を
持つことを日欧問わずに示そうとした。水の聖地化また
は既存の聖地を治めることは、為政者や新興勢力にとっ
て正当性の獲得や権威の誇示に共通して利用される。け
れども、都市の形成原理において両者は違いを見せる。
日本における水の聖地は、都市の領域形成において意味
を持ち、一方、欧州における水の聖地は、市街の中央に
置かれて街の起源を担う。ただ、水の聖地が意味を変え
て遊興性を帯びていく側面は日欧共通した原理であるこ
とが指摘できる。 
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